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(2) CH 級岩盤のせん断強度の推定 

CH 級岩盤のせん断強度は、内部摩擦角(φ)を 55°とし、最低値(BL-3；図－4.3.29 の の

3)を通る純せん断強度(τ0)として 3.0 MN/m2(≒3.05 MN/m2)と設定した(図－4.3.29 の赤線)。 

この値は、既往事例(図－4.3.30)の「広域変成岩類」の CH 級岩盤の上限値および火成岩深

成岩」の CH 級岩盤の中間値に近い値である。 

なお、図－4.3.30 には、参考として設楽ダムの試験値 4 点と類似事例 12 点の計 16 点の全

データより求めた「平均値」(図－4.3.29 の緑線)および「平均値－1σ(標準偏差)」(図－4.3.29

の青線)をあわせて示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－4.3.29 CH 級せん断強度の推定結果（σ―τ図） 

    設楽ダムの CH 級の代表的な細区分組合せ(A,II,α)に相当する試験 

    設楽ダムの CH 級の代表的な細区分組合せ(B,II,α)に相当する試験 

    設楽ダムの CH 級の代表的な組合せ以外(硬さ A)の試験 

    設楽ダムの CH 級の代表的な組合せ以外(硬さ B)の試験 
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CH級相当の試験箇所にける試験面の岩級細区分要素の組合せ

番号 ダム名 ブロック名 岩石名
設楽ダムで相当する

細区分組合せ

破壊点σ
垂直応力

(MN/m
2
)

破壊点τ
せん断応力

(MN/m
2
)

1 設楽 BL-1 泥質片麻岩 B～A，II，α 2.48 7.75
2 設楽 BL-2 泥質片麻岩 B，II，α 2.21 6.75
3 設楽 BL-3 泥質片麻岩 B，II，α 2.94 7.25
4 設楽 BL-4 泥質片麻岩 B，I，α 3.16 8.05

5 岩井川 TL-3-1 珪質片麻岩(塊状) A，II，β 2.87 9.42
6 岩井川 TL-3-2 珪質片麻岩(塊状) A，II，β 2.58 6.97

7 川上 BL-1 片麻状花崗閃緑岩 A，II～III，α 2.45 5.47

8 川上 BL-2 片麻状花崗閃緑岩 A，II～III，α 2.69 7.10

9 川上 BL-3 片麻状花崗閃緑岩 A，II，α 1.32 4.20

10 川上 BL-4 片麻状花崗閃緑岩 A，II，α 2.09 6.31

11 比奈知 BL-12 片麻岩 A～B，I～II，α 2.44 8.02

12 石井 L-2-1 花崗閃緑岩 A，II，β 1.95 6.77
13 石井 L-3-2 花崗閃緑岩 A，II，β 1.81 5.74

14 伊良原 R-1-2 黒雲母花崗岩 A，II，α～β 2.42 7.55

15 伊良原 R-1-3 黒雲母花崗岩 A，II，α 1.58 5.53

16 伊良原 R-1-4 黒雲母花崗岩 A，II，α 2.31 7.89

以上より、設楽ダムの CH 級岩盤のせん断強度は、類似事例および文献を参考

にして原位置せん断試験結果より、以下のように設定する。 

CH 級岩盤：τ＝3.0MN/m2＋σtan55° 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































